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目的 乳房外パジェット病におけるセンチネルリンパ節生検の意義を調べ

る 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング 金沢大学医学部附属病院皮膚科 
対象者 13 人の外陰部乳房外パジェット病患者 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 1 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （15） 

介入（要因曝露） 介入なし 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 
センチネルリンパ節生検を施行した 13 例中 4 例で転移がみられ、そ

のうち 3 例は遠隔転移により死亡した。生検で陰性だった 9 例は観

察期間中再発がなかった。 

結論 
乳房外パジェット病の治療においてセンチネルリンパ節生検は有用

であることが示唆された。 
備考   
レビューワー氏名 八田尚人  
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レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ IV ） 
乳房外パジェット病の治療にセンチネルリンパ節生検を用いた非比

較研究としては最初の報告である。生検の適応や、陽性例における

郭清術などの追加治療が予後を改善するかに関する研究がないの

で、センチネルリンパ節の有用性を結論づけることはできない。し

かし、13 例と少数ではあるが、生検結果が予後とよく相関している

ことから、センチネルリンパ節の予後予測における有用性は認めら

れる。本研究はセンチネルリンパ節生検がステージングの難しい例

における判断材料になりうるという点で、有用であると考えられた。

症例数は少ないが、比較的まとまった症例数を長期に詳細に検討し

ており、かつ本症の報告例が少ないことを勘案し、コホート研究に

準ずるものと評価した。 

 




